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1 はじめに

近年，ネットワークの通信速度が増加の一途をたどっ

ている．しかし，チャットなどリアルタイム性が求め

られるプログラムに関しては，サーバの情報をクライ

アントへすぐに反映させることが求められる．Ajaxを

使用すればページの一部を再読込みはできるが，短い

間隔でHTTP接続をしているに過ぎない．そこでプッ

シュ通信型の接続方式が重要である．現在，プッシュ

型通信にはCometという技術がよく使われている．し

かしこの技術は HTTP のサーバからのレスポンスを

遅延させて使用するものである．レスポンスを遅延さ

せて使用する方法は HTTP本来の使用方法ではない．

そこで提案されたのがWebSocketプロトコルである．

このプロトコルでは，リアルタイムで更新が反映され

る．WebSocketはサーバ，クライアント間で双方向プッ

シュ型通信を行い，リアルタイムな更新を実現するプ

ロトコルである．

本研究ではWebSocketを利用したサービを開発する

ための Ruby用ライブラリを作成した．本ライブラリ

はWebSocketの低水準の機能を実装した部分とアプリ

ケーション開発のための部分からなる．

2 WebSocket

2.1 WebSocketプロトコル

WebSocket [1]は Internet Engineering Task Force

(IETF) によって議論されているプロトコルである．

WebSocketはサーバとクライアント間でコネクション

をむすび双方向のプッシュ型通信を行うためのプロト

コルである．
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2.2 WebSocket API

WebSocketプロトコルをWebブラウザで使用する

ための API [2]が提供されている．このAPIによりブ

ラウザ上でWebSocketを利用することが可能になる．

2.3 対応状況

現在、Websocketは Google Chromeや Safariなど

のWebブラウザで実装されている．

しかし，プロトコルの変更があり最新のWebSocket

プロトコルに対応していないので使用する際には特に

注意が必要である．また Firefoxと Operaではセキュ

リティ上の問題が解決するまで機能を無効化した．

2.4 他のプッシュ型通信に対する優越性

複雑性が低く，プッシュ型，双方向，低いレイテンシ

での通信ができることがWebSocketの特徴である．こ

の中でもプッシュ型通信はCometなどで実装されてい

たが，Cometは図 1の上部のとおりHTTPのレスポン

スを遅延させる使用方法をしている．一方，WebSocket

では図 1の下部のとおりハンドシェイクを行いコネク

ションが確立すると，以後はフレームを作成し小さな

ヘッダ情報を付加することで通信を行うことができる．

これにより余分なサーバ資源，特にHTTP接続を使用

せずに通信を行うことができる．

3 ライブラリの構成

本研究のライブラリは 2層構造になっており基礎的

な部分と応用部分に別れている．基礎ライブラリを独

立させWebSocket プロトコルの変更に柔軟に対応で

きる．サーバとクライアントに共通する処理は基礎ラ

イブラリに集約した．独自のWebSocketのソケットプ

ログラムを作成したい場合には基礎ライブラリを使い，

サーバを作成することができる．応用ライブラリでは

チャットサーバなどの実用的な実装をした．機能別に

ライブラリを作成し利用できるようにした．
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図 1: CometとWebSocketの比較

4 基礎ライブラリ

基礎ライブラリでは基本的なWebSocketの通信を制

御している．基礎ライブラリでサーバとクライアント

両者に対応している．

WebSocketの通信を開始するためにはハンドシェイ

クと呼ばれる通信が必要になる．この通信には keyの

やりとりが必要になる．keyのやり取りが複雑なため

基礎ライブラリで処理している．ハンドシェイクを行

う際に記述するプログラムをとても少なくすることが

できる．

またデータを送信する際に必要なヘッダ情報の付加

が必要になるが，その処理もこのライブラリ内で実装

する．これにより送信するデータを指定すれば送信す

ることが可能である．

5 応用ライブラリ

応用ライブラリはチャットの実装などに用いられる．

処理の違いにより複数のライブラリを作成し，用途に

より使い分けられる．

エコーサーバは主にサーバやクライアントのテスト

に用いる使用を想定している．エコーサーバはクライ

アントからの接続要求を受け入れ，クライアントから

送られてきた文字列をそのまま送り返す．クライアン

ト同士の通信はできない仕様になっており，サーバと

クライアントの一対一で通信を行う．このライブラリ

を使用すると，サーバURL，ポート番号を指定するだ

けでサーバを起動させることができる．

チャットサーバライブラリはチャットサーバを作成す

るためのものである．クライアントからの書込みがあ

るとすべてのクライアントへ向けてデータが送信され

る．新規のクライアントが接続されると過去 10件の履

歴を送信する．このライブラリもサーバURL，ポート

番号を指定するだけで動作する．しかし基本的なチャッ

ト機能であるのでチャットルームなどの実装はユーザ

自身が自由に実装する．このライブラリを使用するこ

とでWebSocketを簡単に利用できる．

また，Rubyによってテスト用クライアントを作成

した．現段階でクライアント側になるWebブラウザは

いくつか存在するが最新のWebSocketプロトコルに対

応しているものはない．そこでサーバをテストする際

にクライアントの用意が必要になるので，クライアン

トも Rubyで実装する．このクライアントではコマン

ドライン上でのテストを前提とする．サーバ側と同じ

基礎ライブラリを使用し通信を行う．入力された文字

列をサーバへ送信し，サーバから送られてきたデータ

を画面に表示させる．テストをするために必要な機能

は実装してあり，デバッグモードを使用し通信の詳細

を表示させることもできる．

6 おわりに

Webサービスを運用する上で今後必要になってくる

のは，更新をいち早くクライアントへ伝える手段であ

る．通信速度の増加に対応して通信方法も変えていか

なければならない．チャットプログラムによる HTTP

接続を少なくし，サーバの負荷を抑え，通信を円滑に

することが必要である．WebSocketプロトコルの仕様

は未だに決定しておらず，脆弱性も見つかっており，

日々改良されている．それでも WebSocket プロトコ

ルが完成すれば有用な技術になる．このライブラリに

よって WebSocket による通信の利点を知ってもらい

WebSocketが普及すれば幸いである．
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